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東京から転勤してあっという間に京都の生活が２年たちま
す。毎日様々な方々と出会い多くの知己を得て貴重な経験を
させていただきました。
思えば，祖母が生まれ育ったこの地に今，私が生活してい

るのも何かの縁だとつくづく感じています。学生時代や
NHKに入局してからも良く訪れた京都。今でも古い街並み
や寺社を頻繁に訪れ，ほっとする時間を感じ，何かがやさし
く包んでくれるという感覚は何処かに祖母との細い絆を求め
ているからなのでしょうか。その感覚がまさに博物館や美術
館を訪れたときにも感じるのです。
美術館は「安らぎの場」であり「発見の場」でもあるので

す。日常の空間から少し離れ自分と対象物との世界に浸り，
そこから受ける感動で「自分再生の場」にもなるのだと思い
ます。
京都には200箇所ぐらいのそのような博物館や美術館の施

設があり，その施設で季節ごとや毎月の企画展が催されてい
るということに驚かざるを得ません。このような街は日本中
探してもどこにも無いのではないでしょうか。まして日本や
世界の絵画はもとより，美術工芸品から染色作品まで京都の
博物館や美術館で展示しているその幅は広く，１年中博物館
に通っても飽きないことでしょう。はっきり言ってもう博物
館オタクになってしまいそうです。
NHKでも一昨年度は「ボルゲーゼ美術館展」（京都国立近

代美術館）や昨年の「長谷川等伯展」（京都国立博物館）や「龍
馬伝展」（京都文化博物館）をはじめ様々な催事をさせてい
ただき多くの皆様に来場していただきました。ボルゲーゼ美

術館からは，初めて日本で公
開された「一角獣を抱く貴婦
人」は本来の構図が見られな
かったものを修復作業で現在
の作品になったというミステ
リアスなドラマがありまし
た。また等伯展では彼の業績
のすべてが網羅されたと感じ
るほどの多彩な才能を目の当
たりにしました。また龍馬伝
展では目の前の展示物がつい150年前の日本の現実なのだと
認識し，京都での歴史のうねりを身近に体感できました。放
送番組でもお伝えしておりますが，放送以外でも実際にこの
ような感動を多くの方々に共有していただくことも私共
NHKの務めでもあると考えております。今年３月には法然
上人八百回忌特別展覧会「法然　生涯と美術」を京都国立博
物館で開催いたします。きっと多くの皆様を感動の世界にご
案内すると確信しております。
さて，京都は「観光の街」「宗教の町」「学生の街」など様々
な「顔」を持っていると言われています。でも実は「博物館
の街」というもっとすばらしい顔を持っているのです。京都
に住むとそれが当たり前のように感じているかもしれません
が，京都ならではの特権なのです。美術館には世界や日本の
歴史が自然に学べ，また生活に生かす様々な智恵がたくさん
詰まっているのです。

京都は博物館都市だ！巻 頭 言 小林　千洋
（NHK京都放送局長）
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　京都芸術センターは，京都における多様なジャンルの芸術
の総合的な振興を目指して，平成12（2000）年４月に開館し
ました。開館10周年を迎えた昨年は，茶会，展覧会，舞台公
演，演奏会などさまざまな記念事業を実施いたしました。
　芸術センターは，祇園祭の山鉾町に所在し，こどもたちの
教育のために地域の方々が永年にわたり力を注いでこられ
た，素晴らしい伝統と近代建築の美を誇る元明倫小学校の跡
地を利用しています。同校は都心部の小学生の減少化に伴う
統廃合のため，平成５（1993）年に閉校となり，小学校の役
目を終えました。その後，跡地の利用について検討を重ね，
芸術文化の総合施設として再生され，芸術の発信拠点である
とともに，地域の方々との連携，交流を維持し，地域の文化
祭や祇園祭の工芸品の展覧会なども行っています。
　平成21（2009）年に国の有形文化財として登録された建物
は，小学校の特質を生かし，たくさんある教室を「制作室」
として活用しています。「制作室」では，演劇，ダンス，音楽，
美術などさまざまな分野で芸術・創造活動を行う個人，団体が，
公演の稽古や舞台美術を作製したり，演奏の練習をしたり，
それぞれ熱心に活動を続けています。｢制作室｣を使用するアー
ティストたちが実施する「明倫ワークショップ」はどなたで
も気軽にご参加いただけますので，少しでも興味のひかれる
ものがあれば，ぜひ体験してください。どなたでも大歓迎です。
　また，館内には教室を展示空間として改築したギャラリー

も２室あり，月ごとに企画展を開催しています。収蔵品はあ
りませんが，絵画，立体，映像，工芸や現代美術など，国内
外のさまざまな美術作品，芸術活動を展示，紹介しています。
次代を担う若い世代のアーティストたちが，今行っている芸
術活動の一端をご覧いただけます。

お茶会，市民寄席などの多彩な催し …
　教室以外にも，小学校当時のままの姿をとどめている「講
堂」，78畳敷の「大広間」などを会場に，国内外のさまざま
な芸術の可能性を志向し，ジャンルを越えた交流を図り，現
在のアートの多様な表現を提示する先駆的な事業を展開する
一方，伝統的な芸術，芸能，工芸の宝庫である京都ならでは
のプログラムもたくさんあります。
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センター
館長　富永　茂樹

正面にはロゴマーク

『版という距離』展　展示風景（ギャラリー南）2007　撮影：豊永政史

10周年記念事業　「ザ・サロンミュージック」小松正史（ピアノ）
撮影：牧田和馬

元小学校を芸術の発信拠点に ………
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　席主によって，毎回趣向の変わるお茶会では，現代美術作
家，デザイナー，染色家，写真家，書家，ジャズミュージシャ
ン，能楽師，演出家，コンテンポラリーダンスのダンサーな
ど芸術センターを象徴するように，多彩なメンバーが席主を
務め，自身の作品，創作活動，仕事ぶりを発揮し，趣向を凝
らし，皆さんをもてなします。
　一線で活躍する能楽師によるレクチャー，トーク付きの「素
謡の会」や上方落語を堪能できる「市民寄席」，伝統芸能を
身近に楽しむプログラムを企画し，伝統芸能になじみのない
方にも十分お楽しみいただける催しも開催しています。
　いろいろな催しを開催している芸術センターに欠かせない
存在となったボランティアスタッフは，毎日の展覧会の受付，
案内をはじめ，舞台公演の受付，「明倫アート」発送業務など，
事業運営に必要な業務に携わってくださいます。この他にも，
ボランティアスタッフとアーティストが共に企画するプロ
ジェクトも実施するなど活動の幅はどんどん広がっています。

芸術センターの楽しみ方 ……………
　制作の場，発表の場とともに，情報発信の場としては，皆
さんにご利用いただいている，ごく小規模ながら芸術文化関
連の資料をそろえた図書室と，各地での各ジャンルの催しの
チラシ，各機関のパンフレット，ポスターを設置した情報コー
ナーがあります。情報コーナーに常備している，芸術センター
の情報満載の通信紙「明倫アート」（毎月20日発行）は，アー
ティストへのインタビュー記事や他所で行われた催しを取り
上げた劇評，展評のコーナーも充実しており，毎号読み応え
十分です。京都市内を中心に，各施設に配布していますので，
一読をおすすめしたいと思います。
　図書室や情報コーナーは，何回おいでになっても，何気な
くながめるだけでも，ちょっとした発見があるおすすめス
ポットです。おいしいコーヒーでひとやすみできるカフェも
おすすめ。建物を楽しむ，カフェでランチ，展覧会を鑑賞す
る，ボランティア活動に参加する…芸術センターの楽しみ方，
利用のしかたはさまざまです。
　大勢のこどもたちが過ごし，大切に受け継いでこられた学

び舎に，ジャンルを問わず，さまざまな芸術活動に専念する
国内外のアーティストたち，そして彼等が発表する作品をお
楽しみいただき，応援してくださる方々，そしてボランティ
アスタッフ…いろいろな人々が集うことは，新しい何かが生
れる芸術の発信拠点であるために必要なことだと思っていま
す。皆さんにもおいでいただき，京都芸術センターをお楽し
みいただければうれしく思います

２月の展覧会

　展覧会ドラフト2011
　「TRANS COMPLEX ─ 情報技術時代の絵画」
〈期間〉
　平成23年２月５日（土）─27日（日）
〈会場〉
　京都芸術センター内　ギャラリー北・南で開催
〈内容〉
　展覧会の企画を募集した「展覧会ドラフト2011」
入選者・村山悟郎と彦坂敏昭による展覧会。
　情報が錯綜する現代で繰り返し使用される絵画と
いうフレームへの疑問。そもそも絵画作品を生み出
すこととは何か。アートと社会を結ぶ「展覧会」と
いう場で，「絵画の現在形」を問います。

京都芸術センター〈入館は無料〉
所 在 地 〒604-8156
 京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
 TEL（075）213-1000
 FAX（075）213-1004
交　　通 市バス「四条烏丸」，阪急電鉄京都線 ｢烏丸｣ 駅，
 地下鉄烏丸線 ｢四条｣ 駅　下車徒歩５分
開館時間  10：00～22：00
 ただし，ギャラリー・図書室・情報コーナー・
 談話室は20：00まで。
 カフェは21：30（ラストオーダーは21：00）まで
休 館 日 12月28日～１月４日
 （設備点検のための臨時休館することがあります）
ホームページ http://www.kac.or.jp/

「素謡の会」会場風景

カフェから情報コーナー，図書室へ
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　約20年前，絞りの良さを多くの人に知ってもらい，その可

能性を広げようと「京都絞りフェア」をパルスプラザ（伏見

区）で開催。途中から会場を当館に移し，今年第22回を迎え

ました。

　これまで，畳二十畳分の絞りの振袖や長さ35ｍの絞りの鳥

獣戯画を表現するなど，毎年ユニークな作品を発表して注目

を集めてきました。「常設館はないの」という声に応えて同

館を開館したのが当館です。そして，日本最古の染色技術を

後世に残そうと，今まで着物に使われてきた絞り染めの技法

を絵画，屏風，立体等に応用した作品が，２カ月ごとに替わ

る特別展示で展示されています。

　作品例として，浮世絵「東海道五十三次」を絞りで表現し

た作品や，世界の名画「最後の晩餐」「ひまわり」等，重ね

塗りした油絵の技法を絞りで表現する等，技術の高さを感じ

て頂ける作品を制作しています。

　「巨大絞り几帳　京の四季四連作」は，それぞれ幅6～6.5ｍ，

高さ２～2.5ｍの丹後ちりめんの生地に，秋の紅葉，五山の

送り火等を表現した大作です。

　後世に残す作品を制作 ………………

　京都の絞りは，千余年の歴史を誇る日本最古の染色工芸で

あり，古来より女性の憧れとして着物，小物等に利用されて

おり，絹などの布地を糸で強く括ることで色を染め分けると

ともに，その独特な凹凸が，高級な着物の一つの象徴とされ

ています。今日では，「きもの」という枠を超え，その洗練

された技術，緻密さ，美しさは洋装，額，屏風などの美術工

芸品としても高く評価されています。

　京都絞り工芸館は，京鹿の子絞りを制作する職人約40人で

構成する「京都絞栄会」の作品を展示，販売するただ一つの

専門美術館として2001年６月にオープンし，昨年10周年を迎

えました。

副館長　吉岡　信昌

京都絞り工芸館　外観 「東海道五十三次」を絞りで表現
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技法や歴史の紹介 ……………………

　館内では，絞り染めの歴史を紹介する資料や，複雑な工程

を学ぶための道具，制作風景を記録した映像なども公開され

ています。ふらりと立ち寄っても必ずスタッフが分かりやす

く説明しています。

　工程のほとんどが手作業であり，江戸時代中頃には，職人

の熟練した技であつらえた華麗な着物が裕福な町人を中心に

好まれ，何度も幕府の奢
しゃ

侈
し

禁止令によって厳しく取り締まら

れました。そして，その代用で絞り染めの匹
ひっ

田
た

鹿
か

の子
こ

文様を

型紙に彫り，刷毛を使って鹿の子模様を表す技法「摺
す

り匹
びっ

田
た

」が生まれ，友禅染につながったといわれています。

絞り体験 ………………………………

　スカーフや袱紗等，絹の小物を1～2時間かけて制作，体験

するコースも人気です。（体験料3000円）

　数種類の図柄の中からお好みの生地を選んで，絞って染め

て，解いて，完成させる ｢袱紗｣ コース（正絹地40cm×

40cm）。また，ご家族へのプレゼントにも最適なシルクジョー

ゼットのスカーフ（157cm×43cm）を短時間で制作する「ス

カーフ」コースもあります。丁寧な指導で初めての方でも素敵

な作品が完成します。出来上がった作品はその日のうちにお持

ち帰りいただけますので，自分だけの京土産ができあがります。

また，夏休みの自由課題にぴったりな主に小学生を対象とし

た体験コース，絞り寺子屋を開催しています。寺子屋修了証

の授与や，家族割引，投扇興ゲームも楽しめます。

京都絞り工芸館
所 在 地 〒604-8261　
 京都市中京区油小路通り御池南入
 TEL(075)221-4252　FAX(075)221-4253 
交　　通  市バス「堀川御池」下車，
 地下鉄東西線「二条城前」駅下車 徒歩３分
開館時間 9：00～17：00
休 館 日 不定休
料　　金 500円　※ 体験コーナーは別途料金（絹の絞り・染めから完成ま

で3,000円。団体15名以上は2,000円のコース利用可）
ホームページ http://shibori.jp/index.html

京町家ぎゃらりいほりかわ
　京都絞り工芸館の運営する施設に，「京町家ぎゃらりい
ほりかわ」があります。堀川御池下る東側の大変交通の
便のいい立地で，京都絞り工芸館より徒歩3分です。
　古い京町家を改装，漆喰の白壁に黒い柱の壁面が続く，
京町屋の風情を残した貸しギャラリーです。絞り染めと
いう伝統工芸品の魅力だけでなく，京都の街並み，文化
も継承，発信出来ればとオープンしました。
　特にシニア層の皆様の生涯学習の発表の場にお使い頂
ければと願っており，陶芸，手芸，染織，書，生け花，
写真，絵画，お着物等の展示にお使い頂けます。最近，

絞り染めの道具

絞り体験の様子

2階部分の改修工事が完了しました。１階同様，漆喰の
壁を塗り，こちらは畳み敷きのお部屋としました。出品
者の皆様のくつろぎの場として，また，１階だけでは作
品を飾りきれない作家さんは，展示の場として，また，
遠方からお越しの作家さんはご宿泊にもご利用頂けます。
　1300年という絞りの歴史からすれば，私たちが携わ
れますのは，ほんの短い期間ですが，大切に預かって次
の世代に繋いでいければと願っています。

ぎゃらりい ほりかわ展示風景
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　京都ミュージアムロードは，市民や観光客の皆様に，京都の博物館・美
術館等を身近に感じていただくことを目的に，毎年開催しています。

　16回目となる今回は，開催に向けて９月から霊山歴史館学芸課長で当会相談役の木村幸比古氏を座長とする
企画委員会で検討を重ねてきました。
　第16回京都ミュージアムロードは，平成23年１月29日（土）～３月21日（月・祝）に開催し（会場により期
間が異なります），過去最高となる72館にご参加いただきます。
　「おこしやす！京のほんまもん巡り」をテーマに，各会場館において，それぞれの
専門性を活かし，いろいろな分野の「京のほんまもん」を体感していただく展示企画
や体験企画を実施します。
　また例年，参加者から大変ご好評をいただいている，楽しみながら会場をつなぐ「ス
タンプラリー」も実施します。これは，各会場に設置されているスタンプを集めて応
募していただくと，「京都市内博物館ガイドブック」をはじめ,各会場館からご提供い
ただいた様々なミュージアムグッズが抽選で当たるプレゼント企画です。（※）
　当事業が新たな「京の冬の風物詩」となるように，より一層の充実をはかっていき
たいと思います。

新規加盟会員の紹介新規加盟会員の紹介
　さる11月に開催した第３回幹事会において，新たに５施設の加盟が承認されました。これにより，京博連加盟会員（正
会員）は，197となりました。以下が新規加盟館です。

１　京
きょうとしょう

都賞ライブラリー　左京区吉田下阿達町　京都大学「稲盛財団記念館」１階

２　京
きょうと

都大
だい

学
がく

研
けん

究
きゅう

資
し

源
げん

アーカイブ映
えい

像
ぞう

ステーション　左京区吉田下阿達町　京都大学「稲盛財団記念館」１階

３　象
ぞう

彦
ひこ

漆
うるし

ギャラリー　左京区岡崎最勝寺町10番地

４　西
にし

川
かわ

油
あぶら

店
てん

　下京区油小路七条下る油小路町249

５　W
ワ コ ー ル

acoal　M
ミ ュ ー ジ ア ム

useum　o
オブ

f　B
ビュ ー テ ィ ー

eauty　南区吉祥院中島町29　株式会社ワコール本社ビル１階

第16回
 京都ミュージアムロード第16回
 京都ミュージアムロード

主催：いけばな資料館　会場：京都国際マンガミュージアム

昨年度風景

京都市内博物館ガイドブック
「京のかるちゃーすぽっと」。
市内博物館施設の情報が満
載。（英文対訳も掲載）。

主催：益富地学会館　場所：大文字山

いけばな体験 大文字山・石見て歩き

※スタンプラリーの台紙は，各会場の他，区役所，図書館等に設置します。京都市教育委員会のホームページから印刷していただくこともできます。
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博物館連続公開講座博物館連続公開講座
　毎年，多くの市民の方にご参加いただいている「博物館連続公開講座」（全５回）。
思文閣美術館での第１回，大西清右衛門美術館での第２回，駒井家住宅（駒井卓・静
江記念館）での第３回講座を終えて，残すところ２回となりました。いずれも定員を
大きく超える応募をいただき，参加された方からは大変好評をいただいています。
　残る，第４回は２月４日（金）に茶道資料館で，第５回は３月30日（水）に花園大
学歴史博物館で開催します。
＊ 第５回講座へのお申込みは，往復はがきの往信面に同講座希望と書き，氏名・住所・年齢・電話番号・同
伴者（1名まで）の氏名と住所，返信面には御自分の住所・氏名を明記し，３月８日㈫〔当日消印有効〕
までに京博連務局へ。（住所は本誌裏面）。

第１回 　10月30日㈯　思文閣美術館

慶應義塾大学文学部教授の石川透氏より「奈良絵本・絵巻とはなにか」と題したご講義
をいただいた後，展覧会「奈良絵本・絵巻の宇宙展」を見学させていただきました。

第２回 　11月16日㈫　大西清右衛門美術館　

館長の大西清右衛門氏に「朽ちゆくものの美－茶の湯釜の制作と鑑賞－」と題したご講
義をいただいた後，企画展示「茶の湯釜にみる朽ちの美」を見学させていただきました。

第3回 　12月２日㈭　駒井家住宅（駒井卓・静江記念館）

京都大学名誉教授（関西福祉大学教授）の三村浩史氏に「ファミリーと住まいの物語ミ
ュージアム－駒井卓・静江夫妻と建築家ヴォーリズ」と題したご講義をいただいた後， 
同館のボランティア二人による解説を受けながら，施設見学をさせていただきました。

平成22年度 「博物館ふれあいボランティア養成講座」平成22年度 「博物館ふれあいボランティア養成講座」
　京都市内の博物館施設で活動する「博物館ふれあいボランティア」の養成講座
を，京都市教育委員会との共催で，今年度も実施しています。（全５回）
　第１講では，滋賀県立琵琶湖博物館名誉学芸員であり，同博物館の環境学習セ
ンター長でもある布谷知夫先生に講師としてお越しいただきました。「博物館と
は」と題し，博物館の定義や，博物館とは何をしているところなのか，などを具
体的に大変わかりやすく御講義いただきました。ボランティアを導入中の館から，
５館の担当者にお越しいただき，実際の活動内容などを紹介いただいた際には，
受講者は熱心にメモをとられていました。また，昨年に引き続き，川瀬恵子先生
（レクリエーションコーディネーター）指導のもと行われたアイスブレーキング
では，初対面の受講生同士も少し緊張がほぐれた様子でした。
　第２講では，「ボランティアとは」と題し，龍谷大学社会学部地域福祉学科の
筒井のり子先生から，日本のボランティア活動の成り立ち，ボランティアだから
こその弱みや，活動への責任感についても，御講義いただきました。
　また，第３講は，京博連加盟施設である月桂冠大倉記念館の全面的な御協力の
もと，同館で講座を実施しました。京都ホスピタリティ研究所代表の友澤弘先生
から「おもてなしについて」と題し，長年のホテル勤務で大切にされてきたこと，
ホスピタリティの精神についてなどお話いただいた後，虹の会ボランティアの案
内により，館内を見学。活動を実際に目にされて，受講生の皆さんも具体的なイ
メージがわいてきた様子でした。
　講座はこの後，１月24日（第４回），２月17日（第５回）と続き，講座を修了
された受講生は，４月から，市内の施設で活動を開始されることになります。

第３講での講義風景

先輩ボランティアの案内で施設見学

大変わかりやすい石川氏の解説に引
き込まれる参加者（第１回）

講義後も多くの参加者が大西氏に熱心
に質問されていました。（第２回）

工夫をこらした家の造りに，参加者か
ら感動の声があがりました。（第３回）
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のかるちゃーすぽっと京

ひと・もの・わが館自慢ひと・もの・わが館自慢

日
に
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館
かん

わが館を紹介

　今も昔も女性は永遠に，自分をアピールする為に髪型，化粧，衣装

に努力するのです。

　テレビの時代劇に登場する見慣れた髪型以外に，古くは古墳時代か

ら日本の女性の髪型は時代を追って変化して行っているのです。古い

時代は唐，韓国の影響を受け，徳川の時代に入って，鎖国，戦のない

時代に入り，衣食住が安定発展して行ったのと，同じ様に髪型も江戸

時代を中心に発展しました。

　日本女性の髪型は，女性の年齢や職業，地域や時代によって，さま

ざまな変遷が見られます。特に明治以降，洋髪へと変化した髪型は，

これからもますます多様化していくことでしょうが，その中で地髪に

よって髷
まげ

や鬢
びん

を巧みに結い上げる日本髪は貴重な日本文化といえます。

　舞妓，太夫の優雅な髪型に魅せられて，結髪師石原哲男が日本伝統

の文化といえる結髪の技術を日本古代から現代に至る日本髪と髪飾り

の優雅な世界を展開しています。浮世絵でしか見たことが無いような

髪型，日本の仕事師が丹精込めて作った髪飾りを多数展示しています。

日本で本格的に展示している只一つの日本髪の資料館です。

　日本髪資料館では本格的な日

本髪を体験をして頂く為の体験

コーナー「紅
くれないさっこう

先笄」を併設しています。変身では無く，本当の舞妓さんや太夫と同

じ体験をして頂く為，地毛で本格的に結髪して，化粧，衣装を付けて体験して頂き

ます。

　舞妓さんは近くの白川沿いの石畳を歩いて辰巳稲荷さん，新橋に撮影散策をして

頂きます。予約制です。

石原　哲男館長

古代から現在の舞妓・太夫まで115点の髪型を展示

◉所在地
　 〒605-0079
　東山区大和大路通四条上る常盤町164
　白川ビル２Ｆ
◉ＴＥＬ
　（075）551-9071(FAX同と)
◉交通
　市バス「京阪四条」下車 徒歩２分
　阪急電鉄京都線「河原町」駅下車 徒歩５分
　京阪電鉄本線「祇園四条」駅下車 徒歩２分

わが館ひと自慢

◉開館時間
　10：00～17：00
◉休館日
　水曜日，年末年始，お盆休み
◉料金
　大人600円，大学生500円，
　中高生400円，小学生300円
　※20名以上は団体割引あり
◉ホームページ
　http://www6.ocn.ne.jp/~yamato93/

白川沿いを撮影散策

地毛で結髪体験

展示品の一部分
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　北野天満宮界隈は天神さんの門前町と，織物の街西陣によって構成されて
いる伝統ある地域である。今出川を隔てて南に広がる北野商店街，大将軍商
店街の辺りは，かつて秀吉が北野大茶の湯をもくろみ，広大な松林には何百
と知れない二畳敷の茶屋が立ち並んだという。

　幾筋もの“ろおじ”が複雑に交錯する西陣の中，御前一条西を下がったあたりに ｢法
ほっ

華
けん

堂
どう

撮影所｣ が出来たのが明治末か
ら大正初期，そのすぐそばで高

たか

津
つ

義
よし

家
いえ

は古道具店を営み，ここから映画の小道具貸しが始まる。当時の映画製作は月に 36 本
という凄まじさであった。早朝から各撮影所の注文を全て見立て準備して届ける，夕方からは台本を読んで次を段取りする，
物品の値入の仕事は夜中まで，週末はものの買い付けに出かけ日曜日には話を着けて，月曜日には再び準備に戻るというなん
とも目まぐるしいサイクルであった。その蓄積が今日の高津古文化会館の収蔵品の根幹となったのである。

ひと・もの・わが館自慢ひと・もの・わが館自慢
のかるちゃーすぽっと京

わが館を紹介

高
こう

津
づ

古
こ

文
ぶん

化
か

会
かい

館
かん

◉所在地
　〒602‒8375
　京都市上京区今出川天神筋下ル大上之町61
◉ＴＥＬ（075）461‒8700
◉ＦＡＸ（075）561‒8771
◉交通
　市バス「北野天満宮」下車 徒歩５分　
　〔京都駅から50系統・三条京阪から10系統〕
◉開館時間
　10：00～17：00
　（展覧会期間中のみ開館。それ以外は要問合せ）
◉休館日　展覧会期間中，金曜日休館
　12月28日～１月５日
◉料金　一般800円，高・大学生500円，
　　　　 小・中学生無料
◉ホームページ
　http://www1.odn.ne.jp/kozu-kobunka/

雨宮　六途子学芸部長

　初代館長高津義家は映画の父と呼ばれた牧野省三氏と出会い，映画の小道
具を本物で扱う仕事の草分け的存在であった。時代劇全盛の映画時代を小道
具の分野からダイナミックに支えたのがこの人である。
　高津商会には，時代劇に重要な甲

かっちゅう

冑や刀剣など膨大な数量の道具類が収集
され，それらは大変質の高いものであった。それ故，文化財作品と映画の小道具用とに峻別され，今日の美術館が設立された
のである。高津義家の目利きの確かさは突出しており，今日質の高い武器武具のコレクションとなって甲冑刀剣の美術館とい
えば高津と呼ばれる所以である。

わが館ひと自慢

　明治この方，西洋の文物を取り入れることに汲々とした近代日本では，甲冑
や刀剣などの武器，武具はすっかり忘れ去られる存在となった。僅かに一部の
コレクターや内外の好

こう

事
ず

家
か

によって愛好されているといった状況である。しか
し日本甲冑の質の高い美麗な仕事ぶりは，世界に稀なる存在といっても過言で

はない。実用一点張りで充分な甲冑にこれほどの美意識を反映させ，入念で独創性に満ちたデザインは“もの作り日本”のお手
本であろう。
　写真１にみられる当世具

ぐ

足
そく

は，16世紀末の時代性を反映し，ヨーロッパからもたらされた金
きん

唐
から

革
かわ

やビロードを多用し異国の薫
りを放っている。写真２は室町時代末から登場した自由闊達，独創性に富んだ変

かわ

り兜
かぶと

の一つである。かぶいた武将達の茶目っ気が溢れ出る作品である。当時の職人の素晴
らしい仕事ぶりが披

ひ

瀝
れき

されている。

わが館もの自慢

写真１：金
きん

唐
から

革
かわ

襷
たすき

懸
がけ

南
なん

蛮
ばん

胴
どう

具
ぐ

足
そく

写真２：鯱
しゃち

形
なり

変
かわ

り兜
かぶと
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ひと・もの・わが館自慢ひと・もの・わが館自慢
のかるちゃーすぽっと京

わが館を紹介

　創生館は，丸太町通と七本松通の交差点を西へ少し行った北側の，
京都アスニーにある平安京をテーマにした常設展示です。今は京都の
中心部から少しはずれた場所になりますが，約1200年の時を遡ると，
この辺りは平安京の官庁街で，その時代には最もにぎやかな一帯でし
た。近くには国の重要な儀式を行った大

だい

極
ごく

殿
でん

や，国の饗宴を行った豊
ぶ

楽
らく

殿
でん

があり，当館の場所はお酒を司った造
みきのつかさ

酒司という役所がありまし
た。
　ところで，歴史的事実のあった場所に身を置いて調査を行う作業を
フィールドワークといいますが，大学の授業でもこの作業が重視され，指導教授の引率のもと，当館で平安京が復元された
姿を見学した後，実際に平安京を歩く授業が盛んに行われています。また一般の方にも，歴史を学びながら足を鍛えること
ができる，フィールドワークへの関心が高まっているようで，気候のいい季節はウォーキング姿の来館者も目立ちます。
　創生館の周辺は史跡の宝庫です。平安京の基本を学んで，町に飛び出して，
時間と空間を感じてみてください。

わが館ひと自慢

わが館もの自慢

　平安京に関する復元模型類や発掘調査で発見された平安時代の遺物等を展
示していますが，一番の見どころは京都盆地とそこに造られた都を具体的
に再現した「平安京復元模型」です。世界でたった一つしかない平安京の
景観は，ドキュメンタリーやクイズ番組などテレビで取り上げられること
も多く，また，歴史教科書にも掲載されています。
　「源氏物語」の主人公であ
る光源氏の邸宅「六条院」を
再現した「寝殿模型」も人
気ものです。邸の中で，光
源氏や紫の上の人形が「源
氏物語」に描かれた場面を
リアルに演じています。一
目でわかる王朝の暮らしは，
源氏に魅せられた大人だけ
でなく，物語を知らない子
供たちにも大人気です。

　創生館では専属の案内ボランティアの方々に展示品の解説をご担当いただ
いています。皆さんそれぞれに，京都検定1級合格者，英語で解説ＯＫ，現
役の観光ガイド等々の特技をお持ちの多彩な面々です。そんな方々との歴史
談義を目当てに通ってくださる常連の方もあるほどです。
　一人でふらりと観光に来られた方から数十人もの団体の方まで，
展示品の解説から都ならではの文化や風習など，豊富な話題で引き
受けていただける頼もしい助っ人，総勢61名が当館の自慢です。

◉所在地
　〒604-8401京都市中京区丸太町七本松西入　
　京都市生涯学習総合センター（京都アスニー）１階
◉ＴＥＬ（075）812-7222
◉ＦＡＸ（075）803-3017
◉交通　市バス「丸太町七本松」下車徒歩1分
◉開館時間　10：00～17：00
◉休館日　火曜日（祝日の場合は翌平日），年末年始
◉入館料　無料
◉ホームページ
　http://web.kyoto-inet.or.jp/org/asny1/top.html

古
こ

典
てん

の日
ひ

記
き

念
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 京
きょう
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田丸　順子事業課主任

京都アスニー１階の京都市平安京創生館入り口

鳥羽離宮跡で自主的にフィールドワークを
行うボランティアの方々

平安京復元模型

寝殿模型と『源氏物語』より女楽の場面再現

※ 案内ボランティアによる解説を10：00～
16：50の間おこなっています。団体に対す
る解説は２週間前までにご予約ください。
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美術館・博物館と私美術館・博物館と私

鉄道今昔
　「虹の会」の研修会で梅小路公園と隣接する「梅小路蒸気機関車館」を訪れました。
　現存する日本最古の和風木造駅舎であった「旧二条駅舎」が移築され，内部では
貴重な鉄道の歴史資料を拝見することが出来ました。続く扇形車庫には，運転席に
も座れる蒸気機関車等が，かつて活躍していた頃の勇姿そのままにずらりと並んで
いました。
　「ボーッ！」大きな汽笛を鳴り響かせたのは，構内を実際に走っている，走行距
離僅か一キロのＳＬスチーム号。迷わず乗車券を購入したのは言うまでもありませ
ん。先客のキラキラと瞳を輝かせ，ワクワクしながら発車を待つ幼子に，祖母と旅
した山陰本線での懐かしい思い出が重なりました。
　煙を出しながら走るＳＬの横を，スマートな新幹線がアッと言う間に走り過ぎて
行きます。旅気分の中で，改めて鉄道の歴史を深く心に感じた秋のひとときでした。

京都市博物館ふれあいボランティア「虹の会」

𠮷田　真弓

卒業後，また入学できる館
　「京都市学校歴史博物館」でボランティアさせていただいております。
　全国に先駆けて，明治２年に小学校が市民によってできたと，我々京都市民が誇れる学校の歴史資料，また寄贈さ
れた美術品の数々を展示している館です。
　ここでのボランティアは，館の皆様および来館者にも
恵まれ楽しいです。また，自分の世界が広がります。た
とえば，他所で「古義堂」という文字を見ても，以前で
したら見過ごしてしまいますが，今は「え！何が書かれ
ているのか？」をもっと知りたいと興味がわき，知識が
増え，勉強させていただける，というように充実したボ
ランティア活動です。
　欲を申せば，もっともっと「京都市学校歴史博物館」
に足を運んでくださる人があれば嬉しいのですが──。

京都市博物館ふれあいボランティア「虹の会」

堀　久子

SLスチーム号

元京都市立開智小学校の正門と石塀

博物館ふれあいボランティア「虹の会」とは？
　「虹の会」は，京博連と京都市教育委員会が開催する「京都市博物館ふれあいボランティア養成講座」を修了した

市民の皆さんで作るボランティア団体です。

　会員は，自らの生涯学習のため，また施設と来場者の架け橋となるため，京博連加盟の博物館・美術館等の施設で

積極的にボランティア活動を行っています。活動の内容は，具体的にはイベントの受付や，展覧会での監視業務，展

示品の簡単な解説など多岐にわたります（施設からの要請に応じて，様々な活動を行っています）。

　活動依頼は，月に１回，京博連事務局を通して行います。定期的な活動のほか，１日のみ，また数日から一週間と

いった短期的な活動にも参加していますので，活用を希望・検討される京博連加盟館におかれては，お気軽にお問合

せください。

問合せ先：京博連事務局　TEL （075）251－0410　FAX（075）213－4650
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Tea Time

ティ
　タイム 吉野の山の物語

京都當道会
副会長　大木　冨志

昨秋，奈良県吉野町吉野山に連続して行く機会がありま
した。金峯山と称し吉野山から山上ケ岳（大峯山）に至る
一帯は，飛鳥時代から聖地として知られてきました。
白鳳年間（七世紀後半），役

えんのぎょうじゃ

行者はこの地で修行され，人々
を悟りの世界に導くため金

こん

剛
ごう

蔵
ざ

王
おう

権
ごん

現
げん

を祈り出し，そのお
姿を桜の木に彫刻し，大峯山と吉野山にお堂を建ててお祈
りされました。これが蔵王堂のおこりであり，多くの修行
者，宗教者が宗派を越えて入山修行しました。桜はご神木
として保護，献木され，吉野山は日本を代表する桜の名所
になりました。
日本の心の原点，自然を敬い，神様も仏様も大切にする

心を正しく受け継ぎ，権現様を間近で心静かに拝み，ご縁
を結んで下さいと説いてありました。

平城遷都千三百年記念として百日間，特別ご開帳があり，
その時期にこのお山の𠮷

よし

水
みず

神社で撮影のお仕事に入り，過去
に何度か訪れた時とは別に，改めて感慨深い思いをしました。

吉野修験宗の僧坊として千三百年前に創立した𠮷水院
（当時）は文治元年（1185年）源義経，静御前の吉野潜入時，
しばらく亡命を受け入れました。「義経潜居の間」「弁慶思
案の間」他数々の遺物も残されています。その窓の真下に
見る急斜面，杉木立，そこから思い浮かべる雪深い頃の二
人の別れを追想すると，その心情が身にしみるようになり
ます。

─ 吉野山 峰の白雪踏み分けて
 入りにし人の跡ぞ恋しき ─　

延元元年（1336年）後醍醐天皇は吉野に御潜幸になり，
𠮷水院宗信の援護のもとに𠮷水院を南朝の行宮と定められ
ました。それより，悲壮な吉野朝四代57年，南北朝の対立
が始まりました。
後醍醐天皇の玉座，その真下を流れ続ける瀬古川のせせ
らぎの音は当時のまま。縁側に出ると向い側の山上に金峯
山寺の蔵王堂が見えます。現在の入

いり

母
も

屋
や

造
づくり

，桧
ひ

皮
わだ

葺
ぶ

きは安
土桃山の建立，何故か京都御所紫辰殿のお屋根の風情，も
し後醍醐天皇が毎日この景色をながめられていられたとす
るならば･･･そんなはずはないのだけれど，想像してみる
と胸が痛みます。

─ 花にねて よしや吉野の吉水の 枕の下に石走る音 ─
御製

文禄三年（1594年）豊太閤が𠮷水院を本陣として盛大な
花見を催したと聞きます。京都において秀吉が「北野の茶
会」「醍醐の花見」を催した事は有名ですが，この地でも
太閤らしく権勢を示し，謳歌し豪快さを示した出来事が「義
経」「後醍醐天皇」の物語と余りにも対照的で，何とも感
慨無量でした。

─ 年月を 心にかけし吉野山 花の盛りを今日みるかな ─
室町初期の床棚書院様式を伝えるきわめて古風な遺構で
の撮影は，かくして多くの思いをいだき無事終了しました。
今年，京都當道会は，後醍醐天皇のご命日に世界遺産のこ
の地で奉納演奏を行います。
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金剛蔵王堂

𠮷水院 義経潜居の間


